
　

今
年
は
東
日

本
大
震
災
か
ら

一
〇
年
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
も

一
つ
の
節
目
を

迎
え
た
。「
震

災
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」「
防
災

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」、
学
校

教
育
の
場
で
は
従
来
の
地
震

に
加
え
て
災
害
に
ど
う
向
き

合
う
か
、
さ
ら
に
風
化
す
る

こ
と
へ
の
懸
念
＝
災
害
を
ど

う
伝
え
る
か
と
い
っ
た
活
動

が
進
ん
で
き
た
。

　

寺
島
英
弥
『
被
災
地
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
―
東
日
本
大

震
災
10
年 

「
寄
り
添
う
」
の

意
味
を
込
め
て
』（
明
石
書

店
）
は
シ
ビ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
範
を
持
つ
著
者

が
被
災
地
に
足
を
運
び
、
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
書
き
続
け

た
書
で
あ
る
。
復
興
か
ら
ほ

ど
遠
い
と
い
う
現
実
を
訴
え

て
い
る
。
三
浦
英
之
『
災
害

特
派
員
』（
朝
日
新
聞
出
版
）

も
震
災
直
後
に
現
地
入
り
し

た
記
者
の
回
想
録
で
あ
る
。

被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
幾
人
も
い
た

こ
と
を
記
録
し
、
彼
ら
が
果

た
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機

能
の
原
点
を
教
え
て
く
れ

る
。

　

日
高
勝
之
『「
反
原
発
」

の
メ
デ
ィ
ア
・
言
説
史
』

（
岩
波
書
店
）
は
原
発
事
故

と
い
う
、
も
う
一
方
の
震
災

（
災
害
）
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
。
原
子
力
の
「
平
和
利

用
」
「
安
全
神
話
」
が
崩
れ

去
る
社
会
、
そ
れ
を
創
り
出

し
た
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
を
追

及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世

論
は
一
変
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
か
。
日
本
社
会
は
原
発

の
海
外
売
り
込
み
を
経
済
再

生
の
一
助
と
す
る
政
権
を
選

ん
だ
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
国
会
審
議
を
開
か

な
い
、
民
主
国
家
と
し
て
あ

る
ま
じ
き
政
治
を
野
放
し
す

る
ば
か
り
か
、
国
民
に
政
治

を
判
断
す
る
材
料
を
十
分
に

提
供
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
長
年
永
田
町
を
取
材

し
て
き
た
老
川
祥
一
『
政
治

家
の
責
任
―
政
治
・
官
僚
・

メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
』（
藤

原
書
店
）
は
、
責
任
感
が
希

薄
化
す
る
政
治
家
や
弱
体
化

す
る
官
僚
組
織
を
取
り
上
げ

（
集
英
社
新
書
）
や
金
平
茂

紀
『
筑
紫
哲
也
『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

23
』
と
そ
の
時
代
』（
講
談

社
）
か
ら
読
み
取
れ
る
「
自

由
・
闊
達
」「
ア
ナ
ー
キ
ー

だ
が
誠
実
」
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
姿
勢
が
デ
ジ
タ
ル
資
本

主
義
社
会
の
中
で
喪
失
し
つ

つ
あ
る
。
政
治
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
活
動
に
従
事
す
る
人

た
ち
か
ら
、
相
手
の
非
を
突

く
こ
と
に
は
長
け
て
い
る
に

し
て
も
「
誠
実
さ
」
と
い
う

言
葉
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ

　

伊
藤
亜
聖
『
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
新
興
国
―
先
進
国
を
超

え
る
か
、
監
視
社
会
の
到
来

か
』（
中
公
新
書
）
は
、
新

興
国
六
三
億
人
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
地
鳴
り
を
描
い
て
い

る
。「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

社
会
変
革
は
新
興
国
・
発
展

途
上
国
の
可
能
性
と
脆
弱
性

を
そ
れ
ぞ
れ
増
幅
す
る
」
と

い
う
仮
説
の
も
と
に
書
か
れ

た
（
四
六
頁
）。
か
つ
て
日

の
丸
半
導
体
国
と
も
称
さ
れ

た
日
本
が
新
興
国
の
「
共
創

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
」
ど
う

生
き
る
の
か
を
問
う
。「
工

業
先
進
国
」
日
本
は
い
ま
や

「
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
」
で
な

い
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会

へ
の
変
革
に
敗
北
し
た
日
本

の
様
相
、
政
策
決
定
過
程
に

つ
い
て
、
若
江
雅
子
『
膨
張

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
の
闘
い
―
デ
ジ

タ
ル
敗
戦 

霞
が
関
は
何
を

し
た
の
か
』（
中
央
公
論
新

社
）
が
教
え
て
く
れ
る
。

　

「
新
し
い
資
本
主
義
」
政

権
か
ら
放
た
れ
る
「
危
う

さ
」
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
追
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

「
い
ま
そ
こ
に
あ
る
」
の

は
職
業
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
危
機
と
も
呼
べ
る
。（
す

ず
き
・
ゆ
う
が
＝
上
智
大
学

教
授
・
新
聞
学
）

の
中
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
ま
た

同
じ
よ
う
に
迷
走
し
て
い
る
。

　

そ
の
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
。「
ご
飯
論
法
」
や
国
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

の
取
り
組
み
で
知
ら
れ
る
上

西
充
子
『
政
治
と
報
道
―
政

治
不
信
の
根
源
』（
扶
桑
社

新
書
）
は
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
十
月
末
に
行
わ

れ
た
衆
院
選
の
投
票
率
は
六

割
に
達
せ
ず
。「
投
票
力
」

は
た
ま
た
国
民
の
「
選
挙

力
」
の
弱
体
化
は
目
に
余

る
。
政
局
報
道
に
陥
っ
て
い

て
い
る
。

　

両
書
に
共
通
す
る
の
は

「
政
策
力
」、
高
度
な
（
政

治
）
判
断
力
の
劣
化
、
無
責

任
政
治
（
誠
実
さ
に
欠
け
る

政
治
家
、
官
僚
）
の
横
行
で

あ
る
。
望
月
衣
塑
子
と
政
治

学
者
、
五
百
旗
頭
幸
男
の
共

著
『
自
壊
す
る
メ
デ
ィ
ア
』

（
講
談
社
＋
ア
ル
フ
ァ
新
書
）

や
望
月
衣
塑
子
『
報
道
現

場
』
（
角
川
新
書
）
も
そ
の

証
左
を
語
る
。

　

他
方
、
森
達
也
・
望
月
衣

塑
子
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

役
割
は
空
気
を
壊
す
こ
と
』

ろ
う
か
。

　

世
界
は
否
応
な
し
に
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
突
き
進
ん
で
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
一
方
、
そ
の
代
償
は
高

く
つ
い
て
回
る
。

　

Ｓ
・
ズ
ボ
フ
、
野
中
香
方

子
訳
『
監
視
資
本
主
義
―
人

類
の
未
来
を
賭
け
た
闘
い
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
）
は
秀

作
で
あ
る
。
監
視
社
会
の
是

非
論
は
徐
々
に
追
い
や
ら

れ
、
そ
の
姿
が
は
っ
き
り
見

え
始
め
た
。
デ
ジ
タ
ル
覇
権

主
義
と
も
呼
べ
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
点
と
誠
実
さ

震
災
一
〇
年
、デ
ジ
タ
ル
資
本
主
義
社
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の

鈴

木
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